
ち
さ
と
会
を
聞
い
て

十
九
年
卒

山
本

平
八
郎

平
成
二
十
二
年
十
一
月
七
日
，

二
百
三
十
名
の
参
加
で
千
里

阪
急
ホ
テ
ル
千
寿
の
聞
に
て
開
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

前
年
九
月
末
に
武
田
(
十
二
年
卒
)
・
富
田
(
十
三
年
卒
)
・

小
川
(
伊
達
十
七
年
卒
)
さ
ん
ら
数
名
の
方
か
ら
千
里
山
駅
前

の
音
羽
鮪
で
『
ち
さ
と
会
』
の
先
細
り
状
態
を
再
生
し
て
欲
し

い
と
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
が
)
今
ま
で
仕
事
の
都
合
で

一
度

も
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
，
ど
の
よ
う
な
参
加
者
や
運
営

の
形
態
も
解
ら
ず
戸
惑
い
ま
し
た
。
唯
，
私
は
千
里
山
生
ま
れ

の
千
里
山
育
ち
で
八
十
年
近
く
こ
の
地
で
過
ご
し
，
近
々
千
里

山
公
団
住
宅
の
建
替
え
工
事
に
伴
い
，
新
し
く
千
里
山
駅
東
側

に
広
場
が
出
来
る
と
聞
い
て
お
り
，
こ
こ
に
千
里
山
文
化
の
発

祥
の
施
設
建
設
に
協
力
出
来
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
る
時

で
も
あ
り
，
こ
の
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
に
是
非
思
返
し
し
て

は
と
柄
に
も
無
い
事
を
思
い
つ
つ
千
二
小
学
校
の
卒
業
生
達
の

意
見
も
聞
け
る
機
会
が
出
来
る
の
で
は
と
考
え
，
お
受
け
す
る

事
に
し
ま
し
た
。

当
日
の
世
話
人
メ
ン
バ
ー

一
七
年
・
小
川

(
伊
達
)

一
九
年

・
北
川
・
森
田

・
山
本

一一

0
年
・
岩
井
・
市
川

二一

年

・
波
田

・
中
村
(
北
浦
)

二
二
年

・
松
井
(
林
)

二
三
年

・
木
谷

・
松
村

二
四
年

・
荒
木

・
樺
山
(
三
笠
)

二
五
年

・
口
羽

・
蒲
生
・
岸
本
(
民
野
)
・
林

二
六
年

・
浦
野
(
早
川
)

二
七
年

・
立
木

二
八
年
・
生
間
・
山
本

二
九
年

・
井
上
・
藤
木

三
0
年

・
瀧
(
大
森
)
・
船
引

・
細
見

・
森
本

三
一
年

・
西
国

三
二
年

・
斉
藤
(
神
屋
敷
)

三
三
年

・
神
徳
(
村
)
・
民
野

・
堀
田

三
四
年
・
阿
倍

三
六
年

・
筒
井

・
永
田
(
甲
斐
)

三
七
年

・
安
達

・
海
賀

取
り
敢
え
ず
『
ち
さ
と
会
』
と
『
千
里
山
会
』
の
会
員

名
簿
を
基
に
昭
和

一
七
年
卒
生
か
ら
三
七
年
卒
生
(
還
暦
を
迎

え
た
方
々
ま
で
)
に
声
を
か
け
，
年
次
毎
の
世
話
人
が
揃
い
五

月
に
第

一
回
の
会
合
を
千
里
山
会
館
で
開
き
，
以
後
数
回
の
会

合
を
重
ね
る
毎
に
議
論
百
出
か
ら
案
件
が
次
々
と
決
ま
り
，
十

一
月
七
日
当
日
午
前
九
時
に
は
世
話
人
達
は
勢
ぞ
ろ
い
。
予
想

を
上
回
る
大
勢
の
仲
間
の
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
千
二
小
学
校

の
卒
業
生
は
素
晴
ら
し
い
，
全
て
先
読
み
の
出
来
る
仲
間
で
当

初
の
危
倶
も
ス
ム
ー
ス
に
運
び
，
藤
木
(
二
九
年
卒
)
・神
徳
(
三

三
年
卒
)
さ
ん
の
司
会
，
当
会
創
始
者
の
武
田
さ
ん
の
乾
杯
の

音
頭
で
宴
会
の
開
幕
。
井
上
さ
ん
(
二
九
年
卒
)
グ
ル

l

プ
の
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
で
楽
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
パ
ッ
ク
に
昔
の

仲
間
と
語
り
合
い
，
隣
近
所
の
人
た
ち
と
懐
か
し
い
昔
話
に
笑

い
あ
っ
て
の
二
時
間
。
と
り
に
は
小
川
さ
ん
率
い
る
会
員
有
志

の
コ
ー
ラ
ス
。
最
後
は
岩
橋
さ
ん
の
お
元
気
な
素
晴
ら
し
い
語

り
口
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
模
様
は
孤
軍
奮
闘
の
森
田
(
一
九
年
卒
)
さ
ん
の
カ

メ
ラ
に
収
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

大
満
足
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
納
得
し
て
頂
け
る
会
が
で

き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
二
三
年
五
月
頃
の
予
定
で
す
。
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